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技術名称
 自己治癒機能型高性能収縮低減剤
「パワーヒーリング－ＡＤ」

担当部署  技術部 (CORE技術研究所内)

NETIS登録番号  QS－220002－A 担当者  廣河　了亮

社名等
(株)SERIC JAPAN、(株)CORE技術研究所、
(株)アジアホールディングス

電話番号  06－6367－2122

技術の概要

1.技術開発の背景

2.技術の内容

3.技術の効果

4.技術の適用条件
①自然条件
　コンクリート打設時の気温により適切な対策が必要になります
②現場条件

③技術提供可能地域
　全国

5.技術の適用範囲
①適用可能な範囲
　コンクリート構造物（自己治癒可能なひび割れ幅0.2mm程度）
②特に効果の高い適用範囲

③適用できない範囲
　水中コンクリート

6.施工実績
　国の機関　：　1件 (九州　0件、九州以外　1件)
　自治体　 　：　4件 (九州　1件、九州以外　3件)
　民　間　　　：　6件 (九州　2件、九州以外　7件)

技 術 概 要　

　コンクリートの壁や柱にできたひび割れから入る水などが内部の鋼材を腐食させ、建物や橋
梁等の構造物の早期劣化をもたらす原因となっています。そのため、このひび割れをどのよう
に維持管理していくのかが重要な課題となっています。
　この解決策の一案として、コンクリートにひび割れや亀裂などが生じても、それをわざわざ人
為的に補修せず、材料自体が自己治癒してしまうという技術があります。
　本技術はこれを導入し、ひび割れを自己治癒させる機能を付加したコンクリートの収縮低減
剤です。施工後にひび割れが発生したとしても、水分が供給される環境下であれば、独自配
合の無機系自己治癒原料が結晶体を形成することで、ひび割れを自己閉塞する機能を有し
ており、中長期的に構造物の保全が期待できます。

　セメント重量の数パーセントを3つの材料に置き換える
ことで、自己治癒性能を発揮しています。1つ目が膨潤
成分です。膨潤反応により水の流速を低下させる機能
を持っています。2つ目が再結晶成分です。ひび割れ
部に結晶性水和物を生成します。そして最後が膨張成
分です。水と反応した未水和セメントの結晶を膨張させ
て、ひび割れを更に埋めていきます。

　コンクリートにひび割れが発生した場合においても、コンクリートのひび割れを自己治癒する
機能が働くことにより、水や二酸化炭素等のコンクリートの劣化因子の侵入リスクを低減させる
ことができるため、耐久性が向上することができます。

　施工現場でアジテータ車に後添加する方法、または生コンプラントで生コン製造時にミキサ
に投入して使用する方法があります。

　屋外（水分供給が可能な環境下）のコンクリート構造物
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技術名称 SCBR工法 担当部署 技術部

NETIS登録番号 KK-170018-A 担当者 久松　健一

社名等 オリエンタル白石株式会社 電話番号 092-761-6934

民　 間　　2　件　（九州以外　2　件　）　

技 術 概 要　

1．概要

　一般的に使用されているプレテンション方式ＰＣ連続桁橋は，プレテンション方式プレキャ
スト桁（主桁）を単純桁として架設し，中間支点上で現場打ちコンクリートを用いて主桁を橋
軸方向にＲＣ構造で連結することにより，連続桁とする橋梁形式で，橋梁のノージョイント化
による騒音の低減と維持管理の簡易化などを目的としても採用される構造です。
　Smart Connected Bridge工法（SCBR工法）は，このプレテンション方式ＰＣ連続桁橋の連結
部について，施工性・経済性・耐久性・景観などに配慮し開発した新しい工法になります。

1-2.中間支点上の連結部構造について

　一般的なプレテンション方式ＰＣ連続桁橋の中間支点では，単純桁状態で設置したゴム支承
をそのまま使用するので，主桁連結後も２点支承での支持となります。SCBR工法は，中間支点
の支承上にプレキャスト横梁を設置し，それを介して主桁を連結する構造です。このため，支
承は架設時・連結後ともに１点支承とすることが可能となります。

2-3.景観への配慮

技術の概要

4-1.橋脚改造工や支承工において大幅な工費縮減を実現

2-1.新しい連結構造

　SCBR工法の連結構造は，連結部の中間支点が１点支承となるため，以下の利点があります。
①橋脚の小規模化が図れます（新設）。
②既存の２柱式橋脚を活用する場合，橋脚頂部横梁の場所打ち施工が不要となります（架替
え）。
③支承数を大幅に低減することができます。

2-2.新しい主桁端部構造

　SCBR工法を主桁端部にも適用することで，以下の利点があります。
①従来のプレテンション方式でのＰＣ鋼材は，主桁端部から数ミリ内部で切断し防錆処理を行
うのが一般的であり，かぶりの確保が困難でしたが，プレキャスト横梁によって十分なかぶり
を確保することができます。
②配置スペースが制約される落橋防止構造をプレキャスト横梁内に取り付けることができま
す。

3-1.実物大供試体を用いた載荷試験の実施

　連結構造のひび割れ性状や終局挙動の確認，設計方法の検討等を目的として，プレテンショ
ン中空桁、プレテンションＴ桁での実物大供試体を用いた連結部の載荷実験および非線形ＦＥ
Ｍ解析を実施しました。この結果，非線形ＦＥＭ解析により検証した連結構造の挙動の妥当性
が確認されました。

　SCBR工法の構造は，すべての主桁に２点支承を設ける一般的な連結構造に比べて大幅に支承
数を低減できることから，従来工法と比較してコストの縮減が図れます。

1-1．SCBR工法とは？

2.工法の特徴

3.性能確認実験

4.コスト比較

5.活用実績（2022年9月現在）

　架替え工事において，既存の橋脚躯体が２柱構造の場合でも，中間橋脚頂部に横梁などを設
置する必要がないことから，シンプルな柱式橋脚の意匠を損なうことがありません。

■構造形式 ：　プレテンション方式6径間連結T桁橋（新設）

　橋　　　長 ：　143.000 (m) PCスラブ桁 PCT桁

　全体幅員 ：　 10.150 (m) 従来工法 161,705,000 138,762,000

　有効幅員 ：　  9.260 (m) SCBR工法 136,139,000 128,333,000

　施工面積 ：　  1324 (m2) 15.81 7.52

工費(円)

SCBR工法の工費比較

工費の縮減率(%)
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技術概要 

技術名称 Fixr（チュラシマ）グラウンドアンカー工法 担当部署 九州営業所 

NETIS 登録番号 OK-170003-A 担当者 堀江 靖 

社名 サンスイ・ナビコ株式会社 電話番号 092-558-4870 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

近年、社会資本ストックの老朽化（国家的社会リスク）が進展する中、適切にストックの状態を診断し

長寿命化を図ることは、国民の「日常生活における安全・安心対策の推進」にとって重要となっています。

現在、ライフサイクル延長のための対策という狭義の長寿命化の取組みに留まらず、更新を含め、将来に渡

って必要なインフラ機能を発揮し続けるために、維持管理等の取組みが進められています。一般に、斜面防

災分野で用いられている金属性グラウンドアンカーは「構成部材の腐食等による劣化」及び「軟質地盤にお

けるアンカー耐力の確保」への対応が製品の安全性・品質保持において大きな課題でした。  

２．技術の内容 

Fixr（チュラシマ）グラウンドアンカー工法（以下本工法）は、荷重管理の容易さと耐食性の確保のた

めに、引張り材に耐用年数 100 年の供用が可能な ECF ストランドを用いるとともに、定着具にはステンレ

ス製のテンドングリップを用いて、定着用膨張材により ECF ストランドを付着定着し、ECF ストランドを

傷つけることなく把持する構造としています。また、一般に低強度な地盤に定着するアンカーでは耐力が

十分に得られないことが問題となりますが、この原因として、地盤の周面摩擦抵抗が小さいことのほか、

周囲の拘束力が小さいことに起因してグラウトの割裂を伴った付着破壊が荷重端から発生し、アンカー体

の実効長が短くなることが挙げられます。そこで、本工法ではグラウトの割裂を防止するため、アンカー

体部に横補強筋を配置して耐力を向上しました。これらの特徴により、本工法は長期間使用される山留工

事、地すべり抑止工事、斜面安定工事、急傾斜地崩壊防止工事、建築構造物の安定工事等、種々の目的に

使用することができ、耐食性に優れるため一般的な条件下では特別な防食対策は必要とせず、長期間のメ

ンテナンスフリーを実現しました。 

３．技術の効果 

 Fixr（チュラシマ）グラウンドアンカー工法の効果は以下の通りです。 

・定着具の材質をステンレス鋼鋼材に変えたことにより、防錆油による防食が不要になり、維持管理性が

向上し、トータルコストの低減が期待できます。また耐食性が向上したことにより、想定耐用年数が向上

しました。 

・アンカー体部に横補強筋を配置したことにより、グラウトの割裂発達を抑制でき、アンカー耐力が向上

しました。また、施工時の ECF ストランドのエポキシ樹脂被覆損傷を防止でき、材料の品質が向上しまし

た。 

４．技術の適用範囲 

・適用可能な範囲：アンカー設計荷重(常時)0.6Tus=768kN/本まで対応可能である。 

・特に効果の高い適用範囲：海岸地域のように付着塩分量が多い環境や、施工後の維持管理が困難な箇所

でも、構成部材の耐食性が高く、防錆油等の劣化の心配がないため効果が高い。 

・適用できない範囲：特になし 

５．活用実績（2022 年 9 月 30 日現在） 

国の機関 5 件（九州 0 件、九州以外 5 件） 

自治体 13 件（九州 0 件、九州以外 13 件） 

民 間 2 件（九州 0 件、九州以外 2 件） 
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６．写真・図・表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

Fixr（チュラシマ）グランドアンカー構造図   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本工法の耐食構造            施工事例（高所の岩盤崩壊対策） 
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● 簡単で法面整形なしでも施工可能

一般的な種子吹付工における緑化用
種子を、土壌藻類資材（BSC-1）に変え

るだけで、施工に伴う改変も少ない技
術です。従来のシート・マット型や基材
吹付型の自然植生侵入工等と違って、
法面整形工なしでも施工可能です。

● 周辺環境に応じた植生遷移を促進

BSCにより侵食が防止され、周辺から

飛来する種子等が活着しやすくなり、植
生遷移がより早くスタートします。周辺
の植生や土壌環境、気候条件に応じた
自然な植生形成を促進します。

● 在来種等への環境影響を回避

日本を含め世界中に存在し、ＢＳＣを
形成している土壌藻類を利用しており、
どこでも在来種となります。また雌雄が
無く、無性生殖で増えるため、雑種形成
や遺伝子攪乱等の心配もありません。

● リルからの侵食の拡大を防止

従来の被覆対策の場合、流水が集ま
るリル部（筋）から資材が剥離・流失し
て侵食が拡大していきますが、本工法
の場合、水が流れるリル部（凹部）にＢ
ＳＣがよく発達して侵食を抑えるため、リ
ル部の拡大を防止します。

概 要

特 徴

BSCの形成状況例

BSC工法適用個所の例 ※侵入した植物・コケ等が生育

● SDGｓへの取組みなど自然環境保全が事業者の責務となる現在、

自然環境への影響を避けるため、安価な外来草本を用いた法面保
護工や緑化工等ができなくなってきています。

● BSC工法は、自然な植生遷移の最初に形成される土壌藻類等によ
るバイオロジカル・ソイル・クラスト（Biological Soil Crust：ＢＳＣ）が
侵食防止効果を持つことに着目し、より早期に在来藻類によるBSC

を形成して植生遷移をスタートさせる、環境にやさしい技術です。

● BSC工法は、国立研究開発法人土木研究所と日本工営株式会社による共同開発技術であり、専用の土壌
藻類資材（BSC-1）が、国土交通省が運用する新技術情報紹介システム（NETIS）に登録されています。

施工直後

4か月後

登録番号：OK-170002-VR
★活用促進技術（2022.4月）NETIS

法面保護・緑化工を環境にやさしい工法で実施しませんか

土壌藻類を活用した環境に
やさしい表面侵食防止技術 BSC工法

新技術
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応用事例など

【BSC工法紹介用ウェブサイトのご案内】本シートでは技術概要

の一部を紹介しています。ウェブサイトではより詳細な技術紹介
を動画で掲載しています。右記QRコードからご覧いただけます。

● 既往緑化工との組合せや補完工等として、また、簡易施工等も可能です。

主な適用条件

BSC-1セット（500㎡分）

● 適用できる基盤条件等は、基本的に「道路土工 切土工・斜面安定工指針」に
おける通常の緑化工（種子吹付工、植生シート工、客土吹付工）と同様です。

なお、以上の条件と別に、表面侵食以外の要因で表土が薄く剥離・崩落すること等が懸念される法面や、

仕上げ用の表土と基盤の接着が弱くずれ落ちたり、固結度が低く小礫が落ちる等が懸念される場合など

は、それらを防止するための繊維ネット工（現場条件に適合するもの）等との組合せをご検討願います。

設計変更で行う場合、元設計は上記のような点が考慮されてシート・マット工等が採用されて

いる可能性があります。そのような場合は特に繊維ネット工等との組合せをご検討ください。

【道路土工 切土工・斜面工安定工指針の緑化工適用区分での適性】

✔ 盛土法面

・侵食を受けにくい一般的土質の法面、または土羽土を打てる法面

✔ 切土法面

・0.5以上の勾配＆土壌硬度が10~27㎜未満の法面 （一般的な切土面）

・0.5以上の勾配＆土壌硬度が27~30㎜未満の法面で、全面的に亀
裂が入り、風化が認められる、または一部が風化して亀裂（間隔10

㎜未満）が認められる法面 （侵入植生は根が入るマツなど一部の植生まで）

・ 植生の侵入・生育状況は、

周辺植生や基盤環境、天候、

施工時期等により変化する。

⇒ 自然侵入促進工と同様

・ 湧水やスレーキング等で基

盤が剥離・崩落するような箇

所では別途対策が必要。

⇒ 一般的な緑化工と同様

【工法の基本特性（前提条件）】

チェック！

施工から２年経過しても植生侵入のない従来型の
自然侵入促進工に対して植生侵入を促した例

種子吹付に応用した例 （種子量は左の種子吹付作
業後の残り程度だが、植生が繁茂し、侵食も防止）

種子のみ（標準量） 種子（少）＋BSC-1

植生生育不良の植生シート工の上から施工して、
検査に合格する十分な植生形成を行った例

ハイドロシーダーを用いずに、汎用型の水中ポンプ
＋農業用タンクを用いて実施した例（簡易施工）

専用機器が無くても事業者や
施設管理者が自ら実施可能

【お問合せ】

営業戦略室 TEL 03-3238-8369 FAX 03-3238-8316
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